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2-5 技術的な検討 

 セミトレーラ等の大型自動車の走行を想定して、技術的な観点から以下の事項について検討

を実施した。 

 

2-5-1 平面曲線に関する事項 

 セミトレーラの走行に適用する平面曲線に関する次の事項について検討を実施した。 

（1）曲線部の拡幅量 

曲線部の拡幅について最小半径から拡幅を要しない最大半径について、計算により求め、

走行のシミュレーション軌跡図を用いて検証を実施した。 

①拡幅量の計算 

林道規程第 17 条（曲線部の拡幅）では、曲線半径別に必要な拡幅量が示されている。

その算出根拠は、同条解説の「4.拡幅量の計算」により以下の様に示されている。 

 

ε＝Ｒ－√（Ｒ2－Ｌ2） 

ε：拡幅量（ｍ） 

Ｒ：車道中心の半径（車両前端中心の曲線半径）（ｍ） 

Ｌ：車両の前面から後輪軸までの距離（自動車道 1 級及び 2 級は８ｍ） 

 

上表を展開し、Ｌ2＝2Ｒ・ε－ε2となり、ε2 は 2Ｒ・ε と比べて非常に小さいので、

省略して、通常は次式によって拡幅量を計算する。 

 

ε＝Ｌ2/２Ｒ 

 

また、セミトレーラの場合の拡幅量は次式によって計算することができる。 

 

ε＝Ｌ12/2Ｒ＋Ｌ22/2Ｒ’（けん引車＋被けん引車） 

 

ε：拡幅量（ｍ） 

Ｒ：車道中心線の半径（ｍ） 

Ｒ’：Ｒ-Ｌ12/2Ｒ 

Ｌ1：セミトレーラの全面から第２軸までの距離（ｍ） 

Ｌ2：セミトレーラの第２軸から最後車事務までの距離（ｍ） 
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図 2-17 拡幅量の算出方法（左：普通自動車、右：セミトレーラ） 

 

 

図 2-18 セミトレーラの緒元 

 

前述の式（ε＝Ｌ12/2Ｒ＋Ｌ22/2Ｒ’）に図2-18に示したセミトレーラの緒元を以下の様に代

入して、曲線半径を変化させたものが次表である。なお、拡幅量については道路構造令と同様

に0.25ｍ括約で切り上げで算出した。 

Ｌ1＝1.3+4.0＝5.3  Ｌ2＝9.0 
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表 2-28 計算により求められる拡幅量                  単位：（ｍ） 

 

 

②軌跡の検証 

実際のセミトレーラが、曲線を旋回したときの軌跡を図上でシミュレートし、計算により求

められた値について検証すると図 2-19～図 2-23 のとおりであった。 
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この結果、以下の様なことを把握した。 

 

〇内側拡幅については、計算により求められた値と同じものとなった。 

〇R14 までは外側にも拡幅が必要となる。 

〇すり付け区間が R16 で最も長くなり L＝23.0ｍ必要となった。 

 

以上の結果を基に、拡幅の数量をまとめると以下の様になる。 

 

 

 

図 2-19 ヘアピンカーブにおける拡幅量の検討(R12) 
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図 2-20 ヘアピンカーブにおける拡幅量の検討(R14) 
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図 2-21 ヘアピンカーブにおける拡幅量の検討(R16) 
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図 2-22 ヘアピンカーブにおける拡幅量の検討(R20) 
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図 2-23 S 字カーブにおける拡幅量の検討(R12) 
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検討の結果、以下の様なことを把握した。 

 

〇内側拡幅については、計算により求められた値と同じものとなった。 

〇R14までは外側にも拡幅が必要となる。 

〇すり付け区間がR16で最も長くなりL＝23.0ｍ必要となった 

 以上の結果を基に、拡幅の数量をまとめると以下のとおりである。 

 

表 2-29 拡幅量        単位：（ｍ） 

    

 

 

 

（２）緩和区間 

曲線部の緩和区間について最小半径から最大半径について、走行軌跡のシミュレーションを

実施し、検討を行った。 

セミトレーラをヘアピンカーブ内側拡幅で走行させた場合、曲線半径 R16ｍで 23ｍ以上、外

側拡幅で走行させた場合、20ｍ以上の緩和区間長が必要であることが確認された。シミュレー

ションは図 2-24 及び図 2-25 のとおりである。 
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図 2-24 ヘアピンカーブ内側拡幅における緩和区間長の検討(R16) 
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図 2-25 ヘアピンカーブ外側拡幅における緩和区間長の検討(R14) 
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（３）片勾配 

曲線部における車両の横すべりと片勾配の関係について検討を実施した。 

物理的な横すべり摩擦係数は、路面及びタイヤの状態によって変化するが、片勾配の路面上

の車両の静止限界から、次式によって求めることができる。 

 

 から 

  ・・・① 

 

 

  ここにｗ：車両の重量 

     α：路面の傾斜角 

     ｆ：横すべり摩擦係数 

図 2-26 車両の横すべりと片勾配の関係 

 

また、タイヤと路面の摩擦を考慮した場合の曲線半径は、次式によって算定することができ

る。 

 

   ・・・② 

 

  ここに R：曲線半径（ｍ） 

     V：設計速度（km/h） 

     ｆ：横すべりに対する路面とタイヤの摩擦係数 

     i：路面の横断勾配（片勾配）（％） 

 

 ①②式ともに車両の大きさ、重量に関係なく求められることから、セミトレーラ、フルト

レーラなど車両別の影響はない。 

 

2-5-2 縦断勾配に関する事項 

 セミトレーラ等大型自動車の走行を想定して、縦断勾配と自動車の規格別の制動距離につい

て検討を実施した。 

（１）自動車の規格別による制動距離の検討 

自動車の運動エネルギーは 

   ・・・③ 
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自動車を止める摩擦抵抗によるエネルギーは 

   ・・・④ 

①②の両式が釣り合った場合に自動車が停止するので以下の関係が成り立つ 

     ・・・⑤ 

③式より制動距離 L を求めると 

    ・・・⑥ 

 

 ここに、F：自動車の運動エネルギー 

     ｍ：自動車の質量 

   ｖ：自動車の速度 

   μ：摩擦係数 

     ｇ：重力加速度 

   N：制動力 

   L：制動距離 

 

⑥式より、制動距離 L の計算には速度と摩擦係数、重力加速度が影響する。 

従って制動距離 L は車両の重量ｍに関係なく求められることになる。制動距離は自動車の規格

別の影響はない。 

 

 

2-5-3 待避所・車廻しに関する事項 

（１）待避所 

待避所の取付け長について、走行軌跡のシミュレーションを実施し、検討を行った。 

対向するセミトレーラがすれ違い可能な取付け長は、対向車が0.15m路肩に寄った場合16m、

対向車がセンターを通過した場合、17m 必要であることが確認された。 

シミュレーションは図 2-27 のとおりである。 
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図 2-27 待避所の取付け長の検討 
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（２）車廻し 

車廻しについて、走行軌跡のシミュレーションを実施し、次の 4 つの検討を行った。 

①切り返し片側拡幅タイプ②切り返し両側拡幅タイプ③旋回タイプ④セミトレーラ切り返し

位置の違いによるトレーラ部の挙動 

シミュレーションは図 2-28～図 2-31 のとおりである。 
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図 2-28 車廻しの検討（切り返し片側拡幅タイプ） 
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図 2-29 車廻しの検討（切り返し両側拡幅タイプ） 
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図 2-30 車廻しの検討（旋回タイプ） 
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図 2-31 車廻しの検討（セミトレーラ切り返し位置の違いによるトレーラ部の挙動） 

 

 

 

 




